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１
．
問
題
の
所
在

　

人
学
校
に
お
け
る
教
育
諸
問
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
中
、
教
員
の

質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
改
革
が
教
育
職
員
養
成
審
議
会
の
答
申
等
で
指

摘
さ
れ
、教
員
養
成
段
階
に
お
い
て
も
実
践
的
指
導
力
の
育
成
を
め
ざ
し
、

理
論
と
実
践
の
往
還
を
実
質
化
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
、
省
察
的
で
研
究

志
向
的
な
実
習
経
験
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
中
央
教
育

審
議
会
答
申
（
二
〇
〇
六
）
を
受
け
、
二
〇
〇
八
年
に
は
理
論
と
実
践
の

往
還
に
よ
る
教
員
養
成
改
革
構
想
と
し
て
、教
職
大
学
院
が
創
設
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
教
員
養
成
に
か
か
る
改
革
動
向
に
対
し
て
、教
育
実
習
生
が
、

実
践
的
指
導
力
を
鍛
え
る
場
と
な
る
学
校
現
場
で
の
指
導
体
制
や
大
学
の

実
習
指
導
教
員
の
資
質
能
力
に
関
す
る
議
論
は
極
め
て
乏
し
い
。
教
職
大

学
院
に
お
い
て
は
「
実
務
家
教
員
」
が
、
学
校
教
育
に
関
す
る
理
論
と
実

践
と
の
往
還
を
図
る
有
力
な
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
、
専
任
教
員
の
う
ち

の
四
割
以
上
を
目
安
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
要
件
は
、
先
の
答
申

に
お
い
て
は
。「
教
員
等
学
校
教
育
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
指
導
主
事
や

校
長
等
管
理
職
経
験
も
含
め
、
教
員
と
し
て
一
定
の
勤
務
経
験
を
有
す
る

こ
と
に
よ
り
、
優
れ
た
教
育
実
践
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　
　
　
　

教
育
実
習
、
教
師
教
育
者
、
教
職
大
学
院
、
Ｆ
Ｄ

で
あ
る
。（
中
略
）
例
え
ば
教
科
研
究
会
等
に
お
け
る
実
践
的
・
実
証
的

研
究
成
果
の
発
表
記
録
や
著
作
等
か
ら
、
担
当
す
る
専
門
分
野
に
関
す
る

高
度
の
教
育
上
の
指
導
能
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
求
め
ら
れ

る
能
力
は
、
教
員
と
し
て
の
経
験
と
す
ぐ
れ
た
実
践
力
・
指
導
能
力
で
あ

る
。
こ
う
し
た
能
力
は
、
理
論
と
実
践
の
往
還
を
め
ざ
し
た
教
員
養
成
を

志
向
す
る
う
え
で
、ま
た
教
育
実
習
な
ど
の
臨
床
的
な
場
面
で
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
方
向
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
は
比
較
的
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
も
の
の
、

研
究
者
教
員
と
の
協
働
も
含
め
、
具
体
的
な
場
面
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る

資
質
能
力
や
役
割
に
対
す
る
議
論
・
検
討
は
、
決
し
て
多
い
と
は
言
い
難

い
。
と
り
わ
け
、
実
践
的
指
導
力
を
鍛
え
る
場
で
あ
る
教
育
実
習
の
指
導

に
対
し
、
教
員
と
し
て
の
経
験
や
優
れ
た
実
践
力
・
指
導
力
が
、
教
員
養

成
を
担
う
指
導
者
と
し
て
の
能
力
と
一
致
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問

題
意
識
は
、
実
務
家
教
員
で
あ
る
自
身
に
も
向
け
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
師
教
育
者
養
成
に
か
か

る
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
実
習
指
導
担
当
教
員
Ｆ
Ｄ
の
試
行
に
つ
い
て
報

告
す
る
も
の
で
あ
る
。

発
題
④

　
私
学
教
職
大
学
院
に
お
け
る
高
度
専
門
職
養
成
と
教
師
教
育
者
の
課
題

　
中
田
　
正
弘
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例
に
挙
げ
れ
ば
、
八
つ
の
領
域
に
対
し
て
、
具
体
的
な
項
目
が
四
十
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
リ
ス
ト
はV

ELO
N

に
登
録
を
希
望
す
る
教
員

自
身
の
教
師
教
育
者
と
し
て
の
専
門
性
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て

の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

①
教
師
教
育
者
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
（
四
項
目
）

　

②
対
人
関
係
と
教
育
（
八
項
目
）

　

③
指
導
方
法
（
八
項
目
）

　

④
組
織
（
三
項
目
）

　

⑤
同
僚
と
の
協
働
（
四
項
目
）

　

⑥
学
校
の
方
針
や
発
展
に
対
す
る
取
り
組
み
（
六
項
目
）

　

⑦
多
様
な
状
況
の
中
で
の
職
務
（
三
項
目
）

　

⑧
教
師
教
育
者
自
身
の
専
門
性
を
高
め
る
努
力
（
四
項
目
）

　

こ
れ
ら
八
つ
の
領
域
に
は
、
例
え
ば
「
２
－
５ 

教
育
実
習
生
が
学
び
得

た
事
柄
を
使
い
な
が
ら
、
彼
ら
の
自
発
性
を
伸
ば
せ
る
」「
２
－
７ 

教
育
実

習
生
が
抱
え
る
職
業
観
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
達
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
。」「
２
－
８ 

教
育
実
習
生
の
価
値
の
方
向
付
け
や
、
自
分
自
身
の
価
値

を
自
覚
す
る
よ
う
に
促
せ
る
。」「
３
－
５ 

教
育
実
習
生
の
様
々
な
経
験
を

理
論
的
な
観
点
か
ら
も
掘
り
下
げ
、
さ
ら
に
そ
の
経
験
を
実
用
的
な
職
務

上
の
理
論
に
置
き
換
え
る
よ
う
促
す
。」
な
ど
四
十
項
目
が
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
教
師
と
し
て
経
験
や
実
践
力
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
実
習

生
の
経
験
を
価
値
づ
け
た
り
、
省
察
さ
せ
た
り
で
き
る
能
力
が
含
ま
れ
て

い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

一
方A

T
E

に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
次
の
九
つ
の
領
域
で
作
成
さ

れ
て
い
る
。

　

①
教
授
（T

eaching

）

　

②
文
化
的
能
力
（Cultural Com

petence

）

　

２
．
オ
ラ
ン
ダVELO

N

・
ア
メ
リ
カATE

に
お
け
る
教
師
教
育
者
養

成
の
動
向
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

　

こ
こ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
師
教
育
者
養
成
に
つ

い
て
、
二
〇
一
一
～
二
〇
一
三
年
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
報

告
す
る
が
、
教
師
教
育
者
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
定
義
を
見

出
す
こ
と
が
難
し
い
。V

ELO
N

（
教
師
教
育
者
協
会
）
で
は
、
組
織
が

範
疇
と
す
る
教
師
教
育
者
は
、
大
学
やPA

BO

（
初
等
教
員
養
成
機
関
）

な
ど
で
教
員
養
成
に
か
か
わ
る
教
員
だ
け
で
な
く
、
小
中
学
校
や
高
等
学

校
に
お
い
て
実
習
指
導
に
当
た
る
教
員
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
ア

メ
リ
カ
で
も
、「
教
師
教
育
者
と
は
ど
ん
な
人
物
を
指
す
の
か
」
に
関
し

て
は
議
論
が
絶
え
な
い
状
況
に
あ
る
。A

T
E

（
教
師
教
育
者
協
会
）
で

は
、
①
高
等
教
育
機
関
の
教
員
で
、N

CA
T

E
が
明
示
す
る
教
職
専
門
教

育
（professional studies

）（
臨
床
的
経
験
も
含
む
）
に
お
け
る
授
業
科

目
を
教
授
し
、
ま
た
、
そ
の
分
野
の
研
究
を
遂
行
す
る
者
、
②
学
校
の
教

員
で
、
養
成
段
階
の
学
生
の
臨
床
経
験
に
対
す
る
指
導
助
言
や
監
督
を
行

う
者
、
③
学
校
の
教
員
で
、
現
職
教
員
の
専
門
的
成
長
を
促
す
た
め
の
教

授
活
動
を
企
画
・
遂
行
す
る
者
、
④
高
等
教
育
機
関
や
学
校
以
外
の
職
員

で
教
員
の
た
め
の
専
門
職
教
育
を
企
画
し
、
実
施
し
、
評
価
す
る
者
を
教

師
教
育
者
と
し
て
定
義
づ
け
て
い
る
。

　

さ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
のV

ELO
N

は
、
教
育
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
々

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
と
り
わ
け
教
師
教
育
者
の
質
及
び
専

門
性
の
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
る
。

　

教
師
教
育
者
自
身
の
専
門
性
の
基
準
は
、
大
学
等
に
お
け
る
教
師
教
育

者
の
場
合
は
七
つ
、
小
中
高
等
学
校
の
教
師
教
育
者
の
場
合
は
八
つ
の
領

域
で
構
成
さ
れ
る
。
小
中
高
等
学
校
の
教
師
教
育
者
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
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③
学
問
（Scholarship

）

　

④
職
能
開
発
（Professional D

evelopm
ent

）

　

⑤
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
（Program

 D
evelopm

ent

）

　

⑥
協
働
（Collaboration

）

　

⑦
公
的
な
政
策
提
言
（Public A

dvocacy

）

　

⑧
教
師
教
育
の
専
門
家
（T

eacher Education　

Profession

）

　

⑨
理
想
像
（V

ision
）

　

こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
は
、広
い
学
識
の
下
に
自
ら
実
践
を
省
察
し
、

新
し
い
教
授
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
だ
す
者
と
し
て
教
師
教
育
者
の
姿
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
評
価
へ
の
活
用
や
、
大
学
院
で
の
指
導
な
ど
を

通
し
た
教
師
教
育
者
の
養
成
と
い
う
側
面
で
活
用
す
る
こ
と
を
提
唱
さ
れ

て
い
る
点
も
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

３
．
帝
京
大
学
教
職
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
実
習
科
目
の
位
置
付

け

　　

本
研
究
科
は
、
理
論
と
実
践
の
融
合
を
め
ざ
し
、
三
つ
の
科
目
群
に
よ

り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
（
図
１
）。
ま
た
、
的
確
な
理
論
的

究
明
能
力
と
高
い
専
門
性
、
柔
軟
な
実
践
力
を
有
す
る
教
師
の
育
成
を
め

ざ
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
多
く
の
授
業
科
目
を
研
究
者
教
員
と
実
務
家
教

員
の
ペ
ア
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
の
様
々
な
関
心
や

課
題
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
六
十
一
に
及
ぶ
授
業
科
目
を
設
定
す
る
ほ

か
、
医
学
部
を
有
す
る
総
合
大
学
の
利
点
を
生
か
し
た
科
目
を
設
定
し
て

い
る
こ
と
も
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
実
習
科
目
は
、
理
論
と
実
践
の
融
合
の
要
と
も
い
え
る
科
目

群
で
あ
り
、
教
職
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
質
・
量
と
も
に
高
い

•　教育課程の編成・実施
•　各教科等の実践的な指
　 導方法
•　生徒指導・教育相談
•　教育と医療の連携
　 など

•　授業実践領域
•　特別支援教育実践領域
•　学校臨床実践領域
•　学級・学校経営実践領域
　 などから科目を選択

•　教育実践基礎研究Ⅰ・Ⅱ
•　教育実践研究Ⅰ・Ⅱ
•　教育実践課題研究Ⅰ・Ⅱ

３つの科目群の構成

共通基礎
科目
22単位

高度化
専門科目
14単位

実習科目
10単位

図１　３つの科目群によるカリキュラムの構成
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〈
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
類
〉

　

大
項
目
（
１
）
学
習
指
導
・
生
徒
指
導
に
対
す
る
指
導
助
言

　
　

①　

実
習
日
誌
を
通
じ
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
方
向
性
を
示
す

こ
と
が
で
き
る

　
　

②　

学
生
の
授
業
に
対
し
、
記
録
・
分
析
を
も
と
に
、
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る 

　
　

③　

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に
お
け
る
具
体
的
な
指
導
技
術
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

　
　

④　

学
生
が
実
践
す
る
授
業
の
計
画
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
る

　
　

⑤　

教
科
特
性
に
応
じ
た
基
本
的
な
考
え
方
や
指
導
観
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

　

大
項
目
（
２
）
学
生
の
研
究
に
対
す
る
指
導
助
言

　
　

⑥　

学
生
の
課
題
研
究
に
対
し
、
資
料
や
研
究
方
法
、
進
め
方
に
つ

い
て
、
高
い
専
門
性
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る

　
　

⑦　

学
生
に
対
し
、
新
た
な
情
報
や
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る

　

大
項
目
（
３
）
学
習
や
生
活
、
進
路
に
関
す
る
指
導
助
言

　
　

⑧　

学
生
の
大
学
院
で
の
生
活
を
具
体
的
に
と
ら
え
、
ア
ド
バ
イ
ス

や
支
援
が
で
き
る

　
　

⑨　

学
生
の
成
長
を
具
体
的
に
と
ら
え
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る

　
　

⑩　

学
生
の
希
望
を
踏
ま
え
、
今
後
の
進
路
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る

　
　

⑪　

学
生
の
大
学
院
で
の
取
り
組
み
状
況
を
具
体
的
に
と
ら
え
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る

　
　

⑫　

自
身
の
経
験
や
教
育
観
等
を
学
生
に
示
す
こ
と
が
で
き
る

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
本
研
究
科
に
お
け
る
実
習
科

目
群
は
、
基
礎
的
研
究
能
力
の
獲
得
を
目
指
し
た
「
教
育
実
践
基
礎
研
究

Ⅰ
・
Ⅱ
」、
授
業
実
践
力
や
校
務
運
営
に
か
か
る
能
力
の
育
成
を
目
指
し

た
「
教
育
実
践
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」、
さ
ら
に
は
、
学
校
に
お
け
る
教
育
課
題

を
実
践
的
に
探
究
す
る
研
究
能
力
の
育
成
を
目
指
し
た
「
教
育
践
課
題
研

究
Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
い
う
６
つ
の
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

理
論
と
実
践
を
融
合
さ
せ
、「
高
い
専
門
性
と
実
践
力
を
有
す
る
教
師

を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
指
す
教
職
大
学
院
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
教
育
実

習
に
お
け
る
指
導
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

４
．
実
習
指
導
担
当
教
員
の
省
察
的
能
力
向
上
を
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

検
討
と
試
行

　
（
１
）
学
生
か
ら
み
た
実
習
指
導
担
当
教
員
の
役
割
期
待

　

教
育
実
習
指
導
担
当
教
員
の
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
に
当
た

り
、
ま
ず
、
学
生
に
対
し
て
は
「
大
学
院
の
実
習
担
当
教
員
か
ら
受
け
た

指
導
で
効
果
的
だ
っ
た
指
導
内
容
は
何
か
」、
教
員
に
対
し
て
は
、「
自
分

が
学
生
の
実
習
に
対
し
て
行
っ
た
指
導
の
う
ち
、
効
果
的
だ
っ
た
と
考
え

る
指
導
内
容
は
何
か
」（
専
任
教
員
を
中
心
と
し
た
十
二
名
）
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
（
平
成
二
十
五
年
二
月
）。

　

学
生
か
ら
出
さ
れ
た
項
目
は
百
二
十
六
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
、
四
つ
の

大
項
目
、
十
三
の
小
項
目
に
分
類
・
整
理
し
た
。
同
様
に
教
員
か
ら
の
回

答
も
分
類
・
整
理
し
た
。
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大
項
目
（
４
）
実
習
校
と
の
調
整

　
　

⑬　

実
習
が
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
実
習
校
と
の
連
絡
調
整
が

で
き
る

　

分
類
・
整
理
の
結
果
、
大
項
目
（
１
）、（
２
）、（
４
）
は
、
学
生
・
教

員
と
も
に
、
相
対
的
に
高
い
数
値
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
実

習
校
で
、
授
業
を
観
察
し
た
の
ち
に
、
指
導
方
法
や
児
童
生
徒
理
解
な
ど

に
つ
い
て
具
体
的
に
指
導
し
た
り
、
学
生
の
研
究
内
容
に
的
確
に
指
導
助

言
し
た
り
、
さ
ら
に
は
実
習
校
と
実
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
調
整
し
た
り

す
る
能
力
で
あ
る
。

　

一
方
、
大
項
目
（
３
）
に
つ
い
て
は
、
学
生
は
か
な
り
高
い
回
答
数
と

な
っ
た
が
、
こ
の
項
目
に
か
か
る
内
容
を
効
果
的
と
回
答
し
た
教
員
は
ご

く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
幾
通
り
か
の
解
釈
が
可
能

で
あ
る
が
、
学
生
と
し
て
は
、
自
身
の
実
践
や
学
修
を
振
り
返
り
、
的
確

な
方
向
性
を
見
出
せ
る
よ
う
な
省
察
的
な
指
導
助
言
を
強
く
求
め
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
（
２
）
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

　

Ｆ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
先
のV

ELO
N

の
教
師
教

育
者
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
教
員
が
実
習
指
導
に
お
い
て
困
難
に
感
じ
て
い
る
部
分
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
構
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

そ
の
結
果
次
の
４
点
が
中
心
的
な
検
討
内
容
と
な
っ
た
。

　

・
実
習
指
導
担
当
教
員
と
し
て
省
察
に
か
か
る
能
力
を
高
め
る
こ
と

　

・
学
生
の
実
習
指
導
担
当
教
員
に
対
す
る
役
割
期
待
を
理
解
す
る
こ
と

　

・
授
業
研
究
・
授
業
記
録
を
軸
と
し
た
実
習
指
導
の
方
法
を
獲
得
す
る
こ
と

　

・
研
究
科
に
お
け
る
実
習
の
特
色
や
方
法
等
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

　
　

ま
た
、
Ｆ
Ｄ
は
、
実
習
開
始
前
に
計
画
し
、
研
究
者
教
員
・
実
務
家

教
員
を
問
わ
ず
，
実
習
指
導
担
当
教
員
全
員
参
加
の
下
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

〈
教
育
実
習
指
導
担
当
教
員
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

【
目
的
】

　

理
論
と
実
践
を
往
還
し
、
高
い
専
門
性
と
優
れ
た
実
践
力
を
そ
な
え

た
教
員
を
養
成
す
る
た
め
、
き
わ
め
て
重
要
な
授
業
科
目
で
あ
る
教
育

実
習
の
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、以
下
の
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
を
実
施
す
る
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

第
一
回　

四
月
五
日
（
金
）
五
限

　

①　

教
職
研
究
科
に
お
け
る
実
習
科
目
の
仕
組
み　

二
十
分（
中
田
）

　

②　

実
習
担
当
者
の
役
割

　
　

○
実
習
指
導
担
当
者
の
総
括
的
役
割
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
実
習
校

と
の
調
整
）
二
十
分
（
Ｉ
）

　
　

○
実
習
担
当
者
に
期
待
さ
れ
る
資
質
能
力
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
か
ら
）
二
十
分
（
中
田
）

　
　
　

・
学
生
の
期
待
は
ど
こ
に
あ
る
か　

　
　
　

・
実
習
指
導
担
当
者
（
＝
教
師
教
育
者
）
と
し
て
期
待
さ
れ
る

資
質
能
力

　
　

○
学
生
の
実
習
に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト　

三
十
分
（
Ｓ
）

　
　
　

・
実
習
に
対
す
る
具
体
的
な
目
標
設
定
と
指
導
内
容
の
理
解

　
　
　

・
実
習
日
誌
を
通
じ
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

※
各
自
前
年
度
の
実
習
日
誌
一
部
を
二
十
部
コ
ピ
ー
し
て
持
参
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第
二
回　

四
月
十
日
（
水
）　

五
限

　

①　

学
生
自
身
に
省
察
的
に
自
己
と
ら
え
さ
せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ　

四
十
分
（
中
田
）　

図
２

　

②　

実
習
初
期
に
行
わ
れ
る
道
徳
の
授
業
づ
く
り
に
関
す
る
指
導

助
言
の
ポ
イ
ン
ト　

三
十
分
（
Ｓ
）

　

③　

授
業
実
践
の
事
前
・
事
後
の
指
導
の
実
施
計
画
十
分
（
Ｓ
）

　

④　

実
習
生
と
し
て
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
関
わ

り
方
の
ポ
イ
ン
ト　

二
十
分
（
Ｔ
）

第
三
回　

四
月
十
七
日
（
水
）　

五
限

　

①　

実
習
生
の
授
業
の
見
方
と
指
導
助
言
の
ポ
イ
ン
ト 

五
十
五
分

（
Ｍ
）

　
　
　

※
こ
の
日
は
午
前
中
に
帝
京
大
学
小
学
校
で
授
業
観
察
を
す

る
。
そ
こ
で
各
実
習
担
当
者
は
、
目
前
の
学
生
に
見
せ
な

が
ら
指
導
す
る
こ
と
を
意
識
し
「
自
分
な
り
の
授
業
記
録
」

を
と
り
、
五
限
に
Ａ
３
用
紙
一
枚
に
ま
と
め
、
二
十
部
印

刷
し
て
持
参
。

　

②　

メ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
と
学
内
に
お
け
る
連
携
体
制　

二
十
分
（
Ｋ
／
Ｎ
）

　

③　

実
習
Ｆ
Ｄ
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
十
五
分
（
中
田
）

図２　省察に関するワークショップで用いたプレゼンシート（４月５日実施）
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・V
ELO

N

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w

w
.velon.nl/over_de_velon

・A
ssociation of T

eacher Educators 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w

w
.ate1.org/pubs/hom

e.cfm

・
本
研
究
科
で
は
、「
理
論
と
実
践
の
融
合
」
と
い
う
表
現
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、

本
研
究
科
に
か
か
る
記
述
で
は
そ
の
用
語
を
用
い
た
。

（
な
か
た
ま
さ
ひ
ろ　

帝
京
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
教
授
）

　

４
．
ま
と
め
に
か
え
て

　

教
育
実
習
開
始
前
に
、
３
回
に
わ
た
っ
て
実
習
指
導
担
当
教
員
Ｆ
Ｄ
を

実
施
し
た
。
実
施
後
に
よ
せ
ら
れ
た
教
員
の
感
想
は
、
実
習
の
仕
組
み
が

理
解
で
き
た
こ
と
、
誰
も
が
も
っ
て
い
る
実
習
指
導
の
悩
み
を
共
通
の
場

で
話
せ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う
内
容
が
大
半
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
習
指

導
担
当
教
員
と
し
て
、
そ
の
役
割
や
必
要
な
資
質
能
力
を
共
通
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
今
回
の
取
り
組
み
だ
け
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
成
果
が
上
が
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

理
論
と
実
践
の
融
合
を
図
り
、
高
い
専
門
性
と
実
践
力
を
育
成
し
よ
う

と
す
る
教
職
大
学
院
に
あ
っ
て
は
、
実
習
指
導
担
当
教
員
の
力
量
は
、
き

わ
め
て
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。

　

今
後
は
、
国
内
外
の
教
師
教
育
者
に
か
か
る
研
究
・
実
践
の
動
向
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
、教
職
大
学
院
に
お
け
る
教
員
養
成
の
質
保
証
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
実
証
的
な
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
考
文
献
等

・
中
央
教
育
審
議
会
「
今
後
の
教
員
養
成
・
免
許
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
答
申
）」

（
二
〇
〇
六
）

・
中
田
正
弘
・
伏
木
久
始
・
坂
田
哲
人
・ 

鞍
馬
裕
美
「
教
師
教
育
者
の
位
置
づ
け
と

役
割
～
オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
を
通
じ
て
～
」（
二
〇
一
二
）

日
本
教
師
教
育
学
会
発
表
資
料

・
中
田
正
弘
・
鞍
馬
裕
美
・
坂
田
哲
人
・
伏
木
久
始
「
教
育
実
習
の
質
保
証
を
め
ぐ

る
今
日
的
課
題
～
『
教
師
教
育
者
』
と
い
う
視
点
か
ら
」（
二
〇
一
二
）
帝
京
大
学

教
職
大
学
院
年
報
第
三
号


